
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（大北地域） 

平成 28年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 小谷村エコツーリズム推進事業 

事業主体 

（連絡先） 

おたり自然学校 

 

事業区分 （６）ア 特色ある観光地づくり 

事業タイプ ソフト事業 

総事業費 456,760円（うち支援金：342,000円） 

（活動写真） 

①小谷村及び周辺地域の魅力を再

発見する 

②地域の魅力を発信できる地域ガ

イドを養成する 

③観光関係者間のネットワークづ

くりを促進する 

 

※自己評価【B】 

【理由】 

この講座を通して、やりっぱなし

ではなく、ガイドの確保からガイ

ドの活躍の場の創出につなげるこ

とができたことは、地域の中でも

他にない取り組みであるため。 

【養成講座の様子】 

 
 【目標・ねらい】 

 

①講座６回 計 73名の参加者確保 

②参加者のうち 10名が同年度内におたり自然学校事業

にてガイドとして活動に参加 

③体験事業者、宿泊事業者等が共に学び合う場を提供で

きたことで、協同でプログラム開発を行うなど、今後

に繋がる関係性を築くスタートがきれた。 

〇小谷村エコツーリズムガイド養成講座 

地域住民が地域の魅力を再発見することで、自らその

魅力を発信し、お客さまをご案内できる地域ガイドとし

て活躍できるよう、外部講師を招き、地域の魅力を学び・

共有するための講座を年６回開講した。 

 

①星空観察の楽しみ方・伝え方 

②妙高戸隠連山国立公園の魅力と活用 

③小谷で見られる野鳥 バードウォッチングの楽しみ方 

④身近な植物を活かす 地産草木染 

⑤アニマルトラッキング 

⑥身近な自然環境を活かしたネイチャーガイドの体験 

 

・確保したガイドがさらに質を高め、幅広く地域をご案内できるようになるため、新たなガイド

を確保するため、養成講座を継続する。 

・確保したガイドの活躍の場を増やし、収入増、生きがいの創出につなげられるよう、宿泊施設

等と連携して営業活動や、プログラム開発を行う。 


